
令和６年度第１回田川市中小企業融資制度審議会 会議録 

 

開 催 日 時 令和６年８月２６日（月）１０時（１１時００分終了） 

開 催 場 所 田川市役所４階 第２委員会室 

出 席 者 別紙出欠表のとおり 

事 務 局 吉永課長、平塚課長補佐、竹志田事務主査、松田 

 

１ 開会～委員紹介～ 

  資料１の審議会委員名簿のとおり、委員各位及び事務局、自己紹介 

   

２ 会長あいさつ 

 

３ 議題 

 ⑴ 田川市中小企業制度の今後の方向性について 

   資料３に基づき、事務局から今後の方向性についての提案を説明 

  【⑴をふまえて質疑応答及び意見交換】 

会長 受付窓口を金融機関に移行することの提案について、委員の方から

のご意見を伺いたい。 

委員 実際の受付事務の流れとしては、現行からどう変化するのか。 

事務局 市が行っていた申請受付及び暴力団関係の照会が省略となり、事業

者は直接金融機関に申込みに行くこととなる。これに伴い、事業者か

ら受付があった場合、市に受付報告を提出してもらうこととなるが、

出来る限り金融機関の事務負担とならないよう協議していきたい。 

委員 すでに県の制度融資があり活用されているようだが、融資利率を引

き下げてまで田川市の制度融資の利用増加を図る必要はあるのか。 

事務局 市内事業者は県の制度融資も活用できるが、本市としては事業者支

援の一環から、融資利率を引き下げることにより、県よりも有利とな

る融資制度を利用していただきたいと考えている。 

委員 実際に利用する事業者からすると、少しでも融資利率が低ければ魅



力的に感じると思う。金融機関の立場として、県よりも融資利率が低

いことは、事業者に融資商品を案内する上でポイントとなる。 

金融機関受付に変更することも良いことだと思う。田川市制度融資

は、融資決定・貸出までに時間がかかることがネックになっていると

いう意見もある。反社会的勢力の確認は金融機関でも行っており、周

知の方法にもよるが、変更すれば申込は増えると思う。 

委員 暴力団関係の照会はどういう経緯で行うようになったのか。 

事務局 田川市暴力団排除条例第６条に基づき、市の全事業で暴力団関係の

照会を行っている。 

委員 暴力団関係の照会を金融機関に委ねることは可能か。 

事務局 現在、暴力団排除関係の部署と協議中である。金融機関において、事

業所の役員も含めて照会の上、その結果を市にフィードバックいた

だけるのであれば、金融機関に照会を委ねることは可能ではないか

と考えている。 

今後の方向性の決定後、金融機関等と協議した上で、担当部署と調整

していきたい。 

会長 暴力団の照会については田川市中小企業融資制度要綱で定められて

いるが、要綱を改正することで金融機関受付が可能になるのか。 

事務局 暴力団排除条例を要綱に明記しているため、暴力団関係の照会内容

について調整が出来れば、要綱を改正することにより、金融機関受付

が可能になると考えている。 

委員 金融機関受付となった場合、県の制度融資と比較して、提出書類が増

えるのか。 

事務局 申込書類については未定だが、金融機関の事務負担が増えないよう

に慎重に協議していきたい。 

委員 審査に通らなかった場合でも報告が必要になるのか。現状、融資申込

者に審査が通らなかった理由を告知しないことになっている。 

事務局 報告に関して今後どういった対応を行うのかは、他自治体の制度融

資の運用状況等を確認した上で、金融機関、暴力団関係部署等と協議



していきたいと考えている。 

会長 市の事例として、暴力団の照会で該当したケースはあったのか。 

事務局 事蹟が残っている範囲では、該当はなかった。 

委員 市が照会している暴力団の情報と、金融機関が審査で使用している

暴力団の情報が異なった場合、タイムラグ等で「融資実行後に暴力団

関係者に該当した」というようなケースが生じないか。 

事務局 金融機関受付に移行後は、原則、市の暴力団の照会は省略するため、

そういったケースは生じないと考える。 

会長 金融機関受付については、金融機関と協議をしたうえで、変更すると

いうことで了承することとしたい。 

次の融資利率の引き下げ部分の負担の提案について、委員の方から

のご意見をいただきたいと思うが、事務局としてどのような方法を

考えているか。 

事務局 できれば、市内事業者の支援として、金融機関に融資利率の引き下げ

の検討をお願いしたい。 

委員 融資利率引き下げによって市内事業者の利用や支援につながるとす

るならば、個人的に金融機関の０．１％の負担は、他自治体の運用状

況と比較しても許容範囲ではないかと考える。 

会長 利用する事業者が増えれば、貸出金額が増えることにより、融資利率

引き下げによる負担も増えるため、予測がつきにくいと思う。 

事務局 令和５年度の市内事業者の県制度融資利用数は６０件ほどであっ

た。今後も同程度の融資利用があり、その中から田川市制度融資を利

用していただけると考えると、半数流れてきたとしても、月に２～３

件の利用はあると考えている。 

会長 金融機関だけではなくて、田川市も応分の負担をお願いできないか

と考えている。それぞれが０．１％ずつ融資利率引き下げの負担を

し、１．２％とした方が効果的だと考える。市については、令和７年

度のみ負担することでも注目を集める点で一定の効果はあると考え

る。市の方では融資利率引き下げの負担についてどう考えているか。 



事務局 県の制度融資よりも融資利率を低く設定し、利用者を増やすことで、

市内事業者のために預託金を活用して欲しいとの思いもある。県の

制度融資と比較して、融資利率を１．２％にすることでインパクトは

あると考える。市全体の財政状況も鑑みて、一つの意見として、財政

当局等と協議していきたい。 

委員 国から価格高騰の関係で交付金が出ているが、それを活用する道筋

はないか。また時限的にガソリン代高騰などの新たな枠を作る案は

ないか。 

事務局 今時点で活用できる交付金はなく枠組みの想定もしていないが、一

つの意見として検討していきたい。 

会長 融資利率の引き下げについては、金融機関及び市がともに０．１％ず

つ負担して１．２％の方向で検討して欲しい。 

委員 事業者の立場としても１．２％になればよいと思うが、金融機関の了

承に尽きると思う。 

会長 金融機関には一度持ち帰っていただき検討していただきたい。 

来年度の予算計上を考慮すると、今後のスケジュールはどう設定す

るか。 

事務局 １０月中旬には審議会において方向性を示していただければと考え

ている。それまでに、金融機関には事務処理等について相談させてい

ただきたい。 

委員 融資の受付については、オンライン受付も開始しているところがあ

るが、田川市の制度融資では検討しているか。 

事務局 今のところは検討していない。 

会長 事務局には今回の審議会で審議した課題について検討し、１０月中

旬から下旬に開催する次回の審議会で具体的な内容を審議し、審議

会として結論を出したいと思う。 

  

 ⑵ その他 

   特になし 

４ 閉会 


